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第2章

UCBオーラルヒストリースクールで、学んで

加藤直子 総研大全学事業推進室・葉山高等研究センター

ーラルヒストリーを学ぶ経緯について

カリフオノレニア大学ノミークレー校(UCB)で毎年開催されている「オーラ

ノレヒストリー夏の学校jに参加した体験を中心にお話しさせていただきま

す。

この学校は、 AdvancedOral History Summer Instituteという

で実施されていますが、その実施主体は、 UCBパンクロフト・ライブラリ

ー (BancroftLibrary)の中にある、 RegionalOral History Office (ROHO) 

で、2002年から毎年夏に開催されています。1954年に活動を開始したROHO

は、コロンピア大学内の OralHistory Research Office (1948年設立)

に続いて、アメリカで二番目に古いとされています。

(在)UCBのシンボル、 SatherT ower 

(下)ROHOのオフィス製本された才一ラjレヒストリー

のトランスクリプトが並んでいる

noguchiyk
長方形

noguchiyk
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即日0のオフィス運営の概要については、すでに 2005年秋に開催された

核融合科学研究所でのワークショップをはじめ学内での報告等で紹介さ

せていただきましたので、今回は主にこのサマースクールに参加した理由

や経緯、そしてどのような講義が行われたかについてお話しさせていただ

きたいと思います。

1. 1. r大学共同利用機関の歴史Jプロジェクトに関わって

最初に、総研大葉山高等研究センターのプロジェクト「大学共同利用機

関の歴史」の中で、なぜオーラノレヒストリーに取り組むことになったのか、

その経緯を簡単に紹介しておきます。

「大学共同利用機関の歴史J研究プロジェクトの前身は、 2002年に遡

ります。当時私は、総研大葉山キャンパスの教育研究交流センターの教務

として働いていました。 11月ごろのことです。センター長の平田

光司先生から、「大学共同利用機関の歴史が非常におもしろいと思うので

調べたい。適当な情報を集めて、各機関の設立年と簡単な設立の経緯など

をまとめてほししリという依頼がありました。

その頃の私は総研大で{動き始めて半年余り、従って各大学共同利用機関

についてはほとんど知識がありませんでした。当時総研大に参画している

大学共同利用機関は全部で 16を数えましたが、各機関から取り寄せた要

どの各種発行物や各機関のホームページなどを利用して、とも

かく設立年と簡単な設立経緯をまとめることにしました。ところが、その

設立経緯が複雑な機関も多く、 2つ以上の機関が前身となって改組、統合

を繰り返し、明確に何年設立と記載されていない場合があり、迷った挙匂

に誼接電話して詳細を確認することにしました。

して簡単に自分の用件を告げると、たいてい最初は総務か

広報部門に目されます。ところが、「実際の設立年は伺年と考えればよい

のでしょうか」と質問すると、障害室や吉くから在籍している事務職員な

どに次々と田された上、要覧に記されている以外のことは結局分からずじ

まいでした。 roo大学からそのままいらっしゃったムム先生なら、その
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経緯に詳しいと思うのですが、もう退宮されていますしj

今から思えば、いきなり電話する当時の自分にも呆れてしまうのですが、

総研大で働き始めるまで民間企業での経験がほとんどである私にとって、

会社酉季報のように「創立O年ム月」とはっきり記載されていないことが

理解できなかったのだと思います。要覧と機関のホームページで「設立年

と簡単な設立の経緯をまとめるJとしづ作業自体が簡単なものではないこ

とを思い知りました。ともかくも、電話でお聞きした内容も含めて状況を

何とかエクセルファイノレにまとめ、

た。

して平田先生にお渡ししまし

各機関の担当部署の職員が各機関の歴史を正確に把握していないこと

に問題意識も感じましたが、それ以上に、改組・統合の経緯や前身と呼ば

れる研究所の存在、大学と大学の関連など、要覧に記されていない事実が

あることを知り、興味深く思ったことを記矯、しています。

その後、国立大学法人化元年である 2004年に、葉山高等研究センター

のプロジェクト「大学共同利用機関の成立に関する歴史資料の蒐集とわが

国における巨大科学の成立史に関する研究J(略して「大学共同利用機関

の歴史J、代表・平田光司教授)が正式に発足し、私もメンバーの一人と

して取り組むことになりました。

1. 2. オーラルヒストリーとの出会い

2004年夏、 UCLAのシャロン・トラウィーク先生が総研大葉山キャンパ

スに来学され、大学の共同利用機関の歴史を調べる手法のーっとして、オ

ーラルヒストリーが有効ではなし1かというアドバイスをいただきました。

このとき初めてオーラルヒストリーとしづ言葉を知った私は、それがなぜ

プロジェクトにとって有効となるのか、そしてそもそも「オーラルヒスト

リーとは何かJに興味を持ち、本やウェブなどで調べることにしました。

そこでアマゾンで検索した際、最初に出てきたのが、『オーラルヒスト

リー~ (御厨貴著、中公新書、 2002年)でした。この本を読んで、オーラ

ルヒストリーについてある程度理解できましたが、政治学者としての著者
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の経験談やエピソードが多く、自分が最も知りたい方法論についての記述

がほとんどありませんでした。オーラルヒストリーが他の「インタピ、ュー」

とどう違うのか、そこが知りたいと思いました。そこでさらに知見を深め

るため、御厨先生が毎年夏に主宰されている「オーラノレヒストリー夏の学

校jに参加申し込みをしました。しかし定員を上回る申し込みがあり、大

学院生優先ということで参加を断られてしまいました。“oralhistory" 

という用語でウェブを検索すると非常に多くのページにヒットしますの

で、欧米で、は既にオーラノレヒストリーが非常に盛んであることは分かつて

いましたが、日本においてもオーラノレヒストリーに高い関心が集まってい

ることを初めて認識しました。

次に、オーラルヒストリーを用いた日本の高速道路建設の歴史研究につ

いてのワンデイ・セミナーを日本土木学会が開催することを知り、そこに

参加しました。 2004年 11月のことです。そのときの講師は、御厨貴先生

と伊東孝先生(日本大学理工学部社会交通工学科)でした。

このセミナーの経験をふまえて、日本はまだ、オーラノレヒストリーの分野

では後進国であること、また多くのオーラルヒストリー記録が個人研究者

の手元に留め置かれており、わが閣においてアーカイブズとして保管・公

開されているオーラノレヒストリーはほとんど存在しないことを知りまし

た。このセミナーで自本の現状を知った私は、総研大のプロジェクトにと

って、オーラルヒストリーの先進匝であるアメリカやイギリスの研究動向

を調べることが急務であると感じました。

そこでこれまでに調べた経験の蓄積をまとめ、 2004年 12丹に、「総研

大におけるオーラノレヒストリーの展望Jとして、総研大葉山高等研の刊行

物「く科学・技術・社会>論の構築」に投稿しました。大学共同利用機関

の歴史研究の手法としてオーラルヒストリーが有効であることを提示し、

それがなぜ有効であるのかを解説するとともに、総研大のフ。ロジェクトに

はどのようなオーラルヒストリー実践が必要であるのか、そして自分はど

のように関わっていきたし1かというブ。ロポーザルをまとめたものです。

その原稿を執筆中の過程でウェブを検索する中から、 ROHOの夏の学校

のことを知りました。 1週間にわたって開催されるこの夏の学校に参加す
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ることによって、現在アメリカで行われているオーラルヒストリーの概要

を知るのに大変よい機会であると思い、参加の希望を岡めました。密か

に"Application Form"を用意して準備を始めたものの、私には全学事業

推進室の業務があり、実際に 1週間も休めるかなど乗り越えなければなら

問題も山積しており、まだ上司に相談できないでいました。

2005年4月に、 UCLAのシャロン・トラウィーク先生が再度総研大に来

学されました。その時に、 2003年に設立されたばかりの日本オーラルヒ

ストリー学会(J佃A)創立に携わった山本恵理子博士を紹介いただきまし

た。早速大学共同利用機関の研究にオーラルヒストリーの手法を活用した

いと相談申し上げたところ、 f]OHAでも第1回オーラノレヒストリー実践講

座を計麗しているので参加したらどうかJ、と勧められました。そこで、

2005年4月下旬に、横浜で行われた第1四]OHAオーラノレヒストリー実践

講座に参加しました。内容は、オーラルヒストリーの概要と実践で、講師

は、社会学者の桜井厚先生(千葉大・当時/現立教大社会学研究科)と

!槙子博士でした。酒井博士は、イギリスで社会学の博士号を取得され、欧

米で、オーラノレヒストリーのスタンダードな教科書の 1つとされている

犠から歴史へ一一オーラノレヒストリーの世界j(ポール・トンプソン著)

の翻訳者です。

この講座は講師に恵まれ、内容もとても実りあるものでした。参加者は

50人位だ、ったと思います。たまたまインタビュー実習の席で講師の桜井

厚先生と隣り合わせになり、約 30分間、お互いにインタビューし合う幸

運に恵まれました。桜井先生はとても経験豊富でインタピューが上手で、い

らっしゃるので、初対面なのについ調子に乗って個人的なことをいろいろ

お話してしまうほどでした。また、この経験を通じて、インタピューにも

方法論やスキルが非常に重要で、あることを痛感しました。

この]OHA第1由実践講座のちょうど1年後に開催される ]OHA第 2

践講座の場で、今度は自分が参加者の前に立って話をすることになるなど、

この時は想像すらできませんでした。
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rROHOの夏の学校jへの参加

2.1. r夏の学校Jに参加するまで

2005年7月に、再度シャロン・トラウィーク先生が総研大に来学され

たので、自分の書いた"Appl ication Form" とROHOのプログラムを持参

し、 fRO耳Oの夏の学校に参加したしリと相談申し上げたところ、「このプ

ログラムを見る限り内容も素晴らしく、プ口、ジェクトにとっても参加する

価値があるJと評錨していただき、参加の決心を困めました。また、トラ

ウィーク先生は私が参加することについて強く推薦くださり、晴れて参加

実現の運びとなりました。私に大きなチャンスが訪れたのです。

ところが、 8丹 15日が開催予定日であるため、その日寺 (7月中旬)す

でに申し込みの締め切り日は過ぎていました。諦め切れない私はそこ

接先方に電話し、まだ1人か2人なら空きがあることを確認した上で、急

いでアプリケーション・フォーム(申込書)を完成させ、 ROHOに提出し

ました。申込書には、自分が関わるプロジェクトにオーラノレヒストリーを

どのように生かしたし1かなど、オーラルヒストリーに関する自分の経験と

参加に関する抱負を細かく書く必要がありました。その後、受け入れ承諾

の返事があり、すぐさま指定された通り参加費700ド、ノレのcheckを用意し、

郵送しました。

実際のクラス分けのために、アプリケーション・ブオームよりさらに詳

しいブOロジェクト・ステートメントを書く必要があり、これにもかなり時

間をとられました。参加まで2週間と迫っているのにもかかわらず、 ROHO

への提出書類に加えて原議書の作成、参加理由書の作成など、学内の種々

の手続きに時間がかかり、準備は遅々として進みませんでした。出発前日

まで航空券、宿泊先の手配もあわただしく進めましたが、 UCBの新学期準

備期間と重なることもあり、現地の宿泊施設はどこも満室で、結局1自宿

泊先が決まらない日を残したまま、不安を抱えて出発することになりまし

た。
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2.2. 多様な参加メンバーと和やかな雰囲気

2005年8月 14自、いよいよパークレーに到着しました。「夏の学校J

は8月 15日からの開催ですが、「せっかく参加を実現させたのに、開催場

所TownsendCenterが分からないことで遅刻などしては大変」と、前日に

場所の確認をするためです。 UCBでは毎週日曜日に学生ボランティアによ

る無料キャンパスツアーが行われており、そのツアーに参加しました。こ

のツアーに参加して、図書舘や食堂、紫急非常電話の位置など 1週間の生

活に必要な場所を覚えることができました。また、学生ボランティアが語

るUCBや学生生活のウラ話はとても楽しく興味深いものでした。

キャンパスツアーの様子
そして8月 15日。受付で分厚

い“reader"(リーダー)が配布

されました。このリーダーは、

ROHOの講師が選んだオーラルヒ

ストリーに関する様々な参考文

献のコピーや、ROHOで使用してい

る同意書などの資料が収められ

ており、毎日講義終了前に、明日

までに読んでくる内容が指不されます。程、は英語圏の参加者と比べてどう

しても英語を読む速度が遅いことから、他の参加者が 1、2時間で読了す

るところがその何倍もかかり、ほとんど毎晩寝られない状態でした。

参加者はアメリカ人が多かったのですが、日本やイギリスからも参加者

がありました。職業は、大学の研究者、大学院生、学芸員、図書館職員な

どで、分野は歴史学・文化人類学・社会学・グラフィックデザイン・コミ

ュニケーション・地理学・化学・天体物理学など多岐にわたっていました。

岳分の専門分野を研究するための手法としてオーラノレヒストリーを学び

たいという動機が多かったと思いますが、なかには科学の分野で自分のた

どってきた道について見つめなおしてみたい、という個人的関心から参加

した、すでに退官した研究者もいらっしゃいました。

noguchiyk
長方形
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さまざまで¥20代の大学院生から引退後の 70代まで。夏休みと

いう季節柄か、それともむCBとしづ開放的雰囲気からなのか、みなすぐに

打ち解けることができました。たとえば、こんなことがありました。初日

Lisa Rubens氏が、繰り返し“DefiningYour Problematic"が

大切だと説くのです。“problematic"は形容詞なのに、どういう

だろう?と、こっそり昼食時にある大学の建築学の研究者に聞いたところ、

「私も分からないわよ、 Justthink it as “problem" Jと言われて、ふ

っと肩の力が抜けたのを覚えています。

すで、にオーラノレヒストリアンとしての経歴が豊富な参加者だけでなく、

まだオーラルヒストリーに関しては初心者という私のような参加者も複

数いて、昼食時や夕食時の参加者同士の意見交換からも多くを学ぶことが

できたと思います。

2.3. 実際のプログラムと進め方について

実際のフOログラムは下記のような形式・内容で進められました。

-自己紹介

。ファカルティ (Faculty)による講演(1回90分程度)

.全体ディスカッション

-少人数によるディスカッション(アプリケーション・フォームやプ

ロジェクト・ステーテメントの内容による)

・参加者の実践例の紹介

o ROHOプロジェクト紹介、ワインパーティ (Food& Wineプロジェ

クト)

-グループ。発表(最終日)

自己紹介は、全体の前でのl田と少人数のグループρに分かれてのl回で、

計2回行いました。

講演は、 ROHOのファカルティの他、サンフランシスコ州立大学など近

隣の大学の講師を含めア人の講師が、 1人ずつ 90分程度の講演を行いま
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した。

私の印象に残ったのは、 ROHOの所長である RichardCandida Smithの

講演“OralHistory and Circuits of Subjectivity (才一ラノレヒストリ

と主観性の回路)"です。特に、彼が何度も繰り返した「オーラルヒス

トリーは artof memoryなのであるj としづ言葉でした。つまり、オーラ

ルヒストリーを芸術作品に例えて、記憶か るとし1

した時点ですうのです。ある 1て、臼

でにある解釈が選択されており、その後でオーラルヒストリーにより聞き

り手が相互作用しながらストーリーを作り上げていくというプp

セスにより、記櫨は再構築されていきます。

したがってオーラルヒストリーはエピデンスそのものにはなりえず、そ

の点での限界を認識する必要があります。しかし、だからといって信用で

きないと切り捨てるのではなく、オーラルヒストリーの限界と性質を十分

に理解した上で、他の麿史資料などと組み合わせて活用することにより、

立体的な歴史があらわれてくると主張しています。すなわち、オーラノレヒ

ストリーだけに頼るのではなく、その長所と短所を理解した上でうまく

用することが大切だということです。

講演も和やかな雰鹿気で
アメリカでは現在、ピデオ映像な

どを活用したドキュメンタリーに

近いオーラルヒストリーが盛んに

なっています。参加者による実践例

では、語り手のお気に入りの風景や

物の映像とともに記録されるオー

ラノレヒストリーや、座って語られる

静的なインタビュー記録ではなく、

り手の自宅の薦、室内と順に移動しながら、より動的なイン

タピ、ューを含めて大胆に編集された実践例も紹介されました。この“art

of memory"としづ感覚は、これからもますます重視されていくだろうと

感じました。

noguchiyk
長方形
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2.4. 少人数グループによるセッション

少人数で、のデ、イスカッションは、最初に提出したアプリケーション・フ

ォームやプロジェクト・ステーテメントの内容によって、グループρごとに

分かれて行し 1ます。和やかな雰囲気で進められるため、私でもたやすく質

問することができました。

また非常によかったのは、少人数のセッションが昼食前に設定されてい

るため、ワークショップの後は、自然にグループ。問土で、カフェテリアに向

かい、そこでさらに情報交換ができたことです。この時間は、私には非常

した。同じような関心をもっ経験豊富な才一ラルヒストリアンに、

どのような質問をしているのかなどを開くことができたからです。これは、

後で自分が実際にオーラノレヒストリーを計画する際の鷺開票の作成にと

ても千支立ちました。

ワークショップの様子
また先に出発前に宿泊先が 1日

だけ確保できなかったことをお話

ししましたが、思食時に参加者の一

人でバークレー市内に住む Sherry

Keith博士(社会学者でサンフラン

シスコ州立大学の教員)が快くホー

ムステイを申し出てくださいまし

た。自宅に滞在させていただく間に、

社会学者である彼女からもいろいろな知見を得ることができました。また、

彼女の同僚のホームパーティにも同席させていただき、こうしたインフォ

ーマルな交流から、研究者としての情報交換の場を多数得ることができた

ことがとても幸運で、あったと感じています。

4日目の夜は、図書館の一室でワインパーティが関かれました。 ROHO

ではカリフオノレニアにおける農業の歴史や、カリフォルニアのワイナリー

についてのオーラルヒストリー・プロジェクトがあります。まOHOの副所

長をされている VicGeraci氏が率いる“Food& Wine Project"の紹介と、

noguchiyk
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クイズなどで盛り上がるワインパーティ 彼の最近の著作“Salud!(乾

杯!)"のお披露目にちなんでワ

インパーティが開催されました。

いろいろなワインを飲んでその

産地を当てるクイズや、カリフオ

ノレニア・ワイナリーの様子がスラ

イドで上映され、カリフオノレニア

の食文化の一端に触れることが

できました。

グループ分けの段階で割り当てられたテーマに基づき、最終日にはグル

ープ討論の成果を発表しました。グループ。ごとに発表方法はさまざまで、

「良いインタビューJr悪いインタピ、ュー」の実例として寸劇を披露し、

大いに場を盛り上げたグループりや、前もってメンバーそれぞ、れのコメント

をビデオに収録して上映するグ、ループ。もありました。

私のグノレーフ。は最後までまとまらず、結局、一人ひとり自分がどう感じ

たか、これから何をしていくか、あるいはこの学校に参加して自分の視点

がどう変わったかを話すことになりました。私は ROHOで学んだことをふ

まえて、早急に質問票と同意書を作成し、オーラノレヒストリーを実践した

いということを話しました。この夏の学校に参加することで、日本に帰っ

てから自分が取り組むべき方向性が明確になったのです。

2.5. その後のオーラルヒストリー実践に向けて

この夏の学校の体験を踏まえて、 2006年1月には、総研大で開催され

た国際シンポジウムにおいてポスター発表し、総研大のオーラノレヒストリ

ー・プロジェクトの紹介をしました。このポスター発表で、総研大の教員

だけでなく、各国から舞い戻った総研大の卒業生にもプロジェクトへの興

味をもっていただくことができました。ただし、実際にオーラノレヒストリ

ーの「語り手j になることについては、「最初の一人にはなりたくなしリ

「質問の内容によっては、自分の指導教官との関係を気にしてしまうJrウ
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ェブで不特定多数に見せることはしないでほししリなど率直な意見が寄せ

られました。プライバシーの問題などで蒔賭する人が多く、質問表の作成

も含め、オーラノレヒストリーの実施にはまだまだ数多くの困難があること

を実感しました。

2006年3月に、 JOHAの第2田オーラノレヒストリー実践講座の席上で、

総研大における才一ラルヒストリーの取り組みを紹介しました。科学の分

野でのオーラルヒストリーが畠本ではまだ真新しいこともあり、参加者か

らの反響も大きく、自分たちの取り組みの意義を再確認することができま

した。わが盟におけるこれまでオーラノレヒストリーは、労働史やマイノリ

ティの歴史などの分野が盛んであり、ライブヒストリ

かれてきました。大学共同利用機関の歴史をオーラルヒストリーという個

人の記憶から描いていくという総研大のプロジェクトの視点は新しく、か

っユニークであり、今後順調に発展させていく必要性を強く感じました。

本日は時間の関係で、実際に私が実践したオーラノレヒストリーの映像を

お見せすることができませんが、それはまたの機会に譲りたいと患います。




